
第１回　魚津市地域クラブ推進協議会 
１　開会あいさつ　

２　報告・協議事項

　(1)地域クラブ活動の現状報告
　　 ・R8の概要(認定地域クラブ制度)　　　・生徒の加入・活動状況等(部活動・地域クラブ)　　 

　　 ・指導者の登録・謝金等  保護者負担金　・生徒アンケート結果　　・学校における働き方改革　

　　 ・スケジュール案　　　・R8予算

　(2)地域クラブからの話題提供　意見交換
　　　　運営について(保護者への連絡　会計　登録　場所確保　生徒指導　など)　 

  (３)課題への対応
　　　・地域展開の理解・周知　　　・マルチスポーツ　　　・移動に係る安全確保

　　　・こども性暴力防止法施行　　　・学校部活動の在り方　

３　その他

４　閉会あいさつ　
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R8の概要 ～魚津市の地域クラブ活動・部活動～

「地域クラブ活動」の認定制度　開始　認定地域クラブ=１２競技　１４クラブ(市１０　スポラ４)　

認定地域クラブ　29.2%　その他のクラブ加入者　21.3%　あわせてクラブ加入者は　全体の約半数

運動部　　40.6% ↓　　文化部　　２３．９%　→　　不参加　35.5%　↑

魚津市地域クラブ活動推進計画　運用開始

国…改革実行期間スタート　R8～13

登録指導者　88名　うち教員１２名(兼職兼業届)

予算　約１２００万円(公費:受益者負担　= 3:1)

魚津市立学校働き方改革推進プラン　運用開始
国 目標値　R11 時間外勤務　 １月あたり　30h

市　R7 中学校教諭等　時間外　１月あたり　34.5h

休日+平日に活動　１１競技　１２クラブ

中体連大会に地域クラブで参加　８競技　９クラブ+(1クラブ 富山)

原則　休日の運動部活動なし

R8試行期間

活動に満足　約９割(生徒アンケート)

部活動協議会　発足

吹奏楽部　休日活動…部活動指導員配置

生徒

指導者

大会

活動

国・県・市　
1/3

１５００円～２５００円／月



　

「地域クラブ活動」の認定制度　

目的…指導の質の担保　不適切行為の防止徹底　→　生徒にとって安心・安全な活動に

国から参加費の金額の目安提示　

認定の要件
（１）部活動の地域展開の趣旨に基づき、豊かで幅広い活動機会の保障に寄与すること。 
（２）ガイドラインに基づき、適切な活動時間や休養日が設定されていること。 
（３）営利を主たる目的とせず、可能な限り低廉な会費を設定していること。 
（４）適切な指導の実施体制が確保されていること。 
（５）生徒の安全に配慮した体制が確保されていること。 
（６）適切な運営体制が確保されていること。 
（７）学校等との連携が適切に行われていること。 

様々な公的支援…認定地域クラブ活
動であることが条件

市教委が運営する地域クラブ　１０
→認定地域クラブとみなす　

スポラのクラブ　４
認定申請→認定要件の確認→認定

R8 魚津市の認定地域クラブ　は　１２競技14クラブ(うちスポラ４競技４クラブ)

認定の効果
（１）参加促進のための児童生徒・保護者等への情報提供 
（２）地域クラブ活動の運営等への公的支援 
（３）教員等の兼職兼業の認可の対象 
（４）生徒の大会・コンクールへの円滑な参加 
 

「地域クラブ」を要件に基づき、市が認定する制度
→「認定地域クラブ」という

R8.4.1から運用開始
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国のガイドラインより

有効期間　３年
R10まで認定

(R9当初の申請不要)

R8…試行期間



学校教育係
　〇全体計画　
  〇調査　〇推進協議会
　〇承認事項への対応
　〇保護者説明会企画　

　〇推進計画策定
　〇周知・広報　
　〇学校との連絡調整

魚津市地域クラブ推進体制　役割分担　案　

市教育委員会 市スポーツ協会　

　　　　　スポーツ係    　文化係
　〇予算管理
　〇県とのやり取り(実証事業)

　〇保護者負担金等の徴収
　〇研修の推進(県教委実施)

　〇相談窓口
　〇施設管理　

  〇競技団体との連絡調整

　〇生徒加入手続き　
　〇保険加入手続き　
　〇指導者謝金支払い
　　　等の会計業務　

　〇周知・広報
　〇保護者説明会運営
　〇地域展開の試行推進
　〇競技団体との連絡調整　

〇地域クラブの運営・生徒への指導　　〇緊急時の対応　
〇学校との情報共有　 〇大会引率　　など〇生徒への周知協力

〇活動場所の利用調整
〇部活動の運営

学校

推進協議会

PTA　

企業　

認定地域クラブ

〇市P連理事会等での報告

〇応援企業登録制度の周知

準備委員会

〇事務局内及び学校との
合意形成　情報共有　意見聴取

〇事務局と関係団体、クラブ、PTA、企業
等との　合意形成　情報共有　意見聴取

総合型地域スポーツクラブ

うおづスポラ
<クラブ・教室の運営>

情報共有

共同事務
相談窓口

運営主体　(事務局)

実施主体

検討組織

陸上競技　  バレーボール　　バドミントン　　水泳　　サッカー　
ラグビー　　柔道　　剣道　　卓球　　野球　　ソフトテニス
バスケットボール　　　等　　　

吹奏楽準備委員会

〇事務局と指導者、関係団体、学校との　
合意形成　情報共有　意見聴取

県教育委員会
保健体育課
生涯学習・文化財課

連携

連
携

指
導
助
言

報
告

国事業…

生徒
参加

業務
委託

連携

認
定

申
請

部活動協議会　　　　　　　　　　　

〇事務局と学校、関係団体、保護者等と
部活動の在り方について協議

スポーツ少年団
との連携
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R8予算
約1200万



R8 部活動の加入状況　5/1現在　全  825名

運動部 文化部 不参加
R8

４０.6%

男　４3.6%
女  37.8%

23.9%

男　10.6%
女  36.6%

35.5%

男　45.8%
女  25.7%

R7 56.1%

男　64.3%
女  48.3%

22.1%

男　11.5%
女  32.2%

21.8%

男　24.3%
女  19.5%

R6 60.5%

男　69.０%
女  52.2%

23.2%

男　13.5%
女  32.7%

16.3%

男　17.5%
女  15.1%

運動部　減　　　不参加　増
部活動の地域展開進展　→　地域クラブのみ所属　増　
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地域クラブに加入…２１．９％
いずれも加入せず…１３．７％

８
クラブ

９
クラブ

１４
クラブ

減 増



R8 地域クラブの状況　　　

○東西中学校にある運動部１３競技中
　　　魚津市が認定する地域クラブは
　　　　　　　　・１２競技１４クラブがあり、市内生徒　２４１名(29.2%)が参加
　　　　　　　　・市が運営しているのは9競技１０クラブ
　　　　　　　　　スポーツ協会(うおづスポラ)が運営しているのは４競技４クラブ　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　いずれも認定地域クラブである
　　　　　　　　・１４クラブのうち、 休日のみの活動は　２クラブ　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　休日+平日の活動は１２クラブ
○今年の新川地区大会(中体連の大会)には
　　地域クラブとして参加…剣道　サッカー　バレー　卓球　バスケット　　
　　部活動として参加…柔道　ソフトテニス
　　地域クラブと部活動両方参加…陸上競技　バドミントン　野球(西部　今夏まで)
　　その他…ラグビー(中体連なし)　水泳(地区大会なし　県選は部活動)
　　　　　　　　ソフトボール(富山市地区大会に富山市の地域クラブとして参加)
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※平日は１時間程度の活動
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生徒アンケート結果　　R8.7月実施　　対象　認定地域クラブ加入生徒　(回答　13９人)

・レベルの高いチームで練習したい　　　・強いチームに行きたかった
・所属していたチームの人数が少なかったから　　・近くにクラブがなかった
・他の中学校の友達と一緒に活動するため
・体験に行ってとても楽しかった　　　・保育園からスポラに入っていた・特別扱い　　

・試合に出られない

　市外の中学生より　魚津市のクラブに加入したのは

活動する上での悩みは　→　特になし　約50%  　　勉強や習い事との両立　約２０%

○活動場所までの移動手段は　
→　保護者送迎　９３%  　　自転車　４５%　　　　
　　 祖父母・親戚　　1４%

○参加を決めたのはだれの考えか　
→　自分　８９%  　親　4２%　
　　 同じ部活動・クラブの友達　２６%

○高校でも競技を
→　続けたいと思う　5８%   
　　 続けたいと思わない　１１%

平日の活動が学校の部活動から地域クラブ
活動へ移行していくことについてどう思うか

活動に満足しているか

どんなことを期待して参加したか

賛成+どちらかといえば賛成→約６割

参加してよかったことは

とても満足+どちらかといえば満足→約９割
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指導者について

研修
〇研修受講の原則　
　２年間で県教委主催の研修を受講
　①コンプライアンス　オンライン　②救命講習　年3回　

資格 指導者資格取得を推奨→補助　１／２又は１００００円

スポーツ協会に申請　　　※更新料や登録料は含まない

〇指導者資格…JSPO公認スポーツ指導者　　
　　　　　　　　　　　スタートコーチ　コーチ１　２　など

　　　　　　　　　　※審判資格や段位取得は対象外
　

謝金・交通費※
〇謝金…１時間　1600円　実績簿30分単位で報告
　　練習　　土日…３時間まで　　平日…２時間まで　

　　公式大会等の場合(中体連主催)…役員も含め５時間まで　
　　研修・会議への参加…謝金・交通費支給(オンラインは謝金のみ)　

〇交通費…一律　１回　300円
　　県内への練習試合・大会等の交通費　　上限　1200円と設定 　

登録※

４か月ごとの実績報告　→
年３回支給予定

資質向上の
機会

協会等からの推薦　　18歳以上　
部活動指導員やエキスパートと兼務可

指導者数

※印…市運営のクラブ
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R8保護者負担金について

【保険代】　年額800円　　　

【参加費】　指導者謝金の一部に充当(登録費、消耗品費等はクラブごと徴収)

〇参加費　週1回基本額１５００円と設定

　　　　　　　→　週の活動頻度で設定

　・週１回　　　(土日)            …月１500円　

　・週２回　　　(土日+平日)　 …月20００円　　

　・週３回程度(土日+平日)   …月２５００円　　　　　

〇支払い→原則年２回　

　市教委から納付書送付　

　→市の会計に

減免措置について　　R7実績　　7名

R8　認定地域クラブ(市が運営するクラブ　うおづスポラのクラブ)に

所属している生徒で魚津市の就学援助世帯に認定されている家庭

　参加費の半額+保険代８００円　を年度末に支給(上限を設定)

◎８月に案内　　　年度末に支給予定
11

※印…市運営のクラブ

平日も活動する場合は事務局に連絡を
→参加費の変更　保護者への確認等
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学校における働き方改革

1月あたりの時間外在校等時間　
〇教諭等の平均

　　R7    　 R6　　　 R5　 　　R4
34:34   44:12　 54:21 　58:23
　　　

1月あたりの休日の時間外在校等時間　
〇教諭等の平均

　　R7    　 R6　　　 R5　 　　R4
　4:04    6:39　 11:33 　14:51
　　　

◎法改正により
「業務量管理・健康確保措置実施計画」の
策定義務
→「魚津市働き方改革推進プラン」策定
(R8.3)
方策の一つ→部活動の地域展開の推進　
　・地域クラブ活動推進計画
　・８年度中に休日の運動部活動なし
　・部活動の在り方を検討する協議会

国の数値目標　　
　・R１１までに時間外３０時間程度に

学校では業務量管理・健康確保措置に関
する内容を学校運営方針に位置付けるこ
とを義務付け
　

減少が顕著だが、大会引率や役員等により、依然長時間勤務
の教員も存在(例 ６月の時間外勤務が９０時間超)

R8はさらに減少の見込み
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地域連携・地域展開の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性魚津市　部活動地域展開　

認定クラブ制度の運用開始

「魚津市地域クラブ活動推進計画」より



　　　　

(1)　小学生向けアンケートの実施(11月)　アンケートを通した広報活動

(2) 中学校入学説明会(１～2月)の場で説明　　動画・パワポ　　チラシ配付
　　　　　※　保護者説明会(３月)の周知　

昨年度からの取組み継続　

クラブ独自の活動　　　体験会の開催　　プレスリリース　　

課題への対応

15

１　地域展開・地域クラブの理解　周知 　参加促進

２　マルチスポーツの取組み スポーツ協会と学校との連携　

３　生徒の移動・移送に係る安全確保 国通知の周知　市地域クラブ推進計画へポイント追記　

４　こども性暴力防止法施行 法の理解・周知　　研修や諸手続の整備　

５　学校部活動の在り方 部活動協議会での検討　

部活動を前提とした制度・手続き　の見直し
　→　　大会旅費等　生徒への支援金の支出の在り方
　→　　競技役員　大会役員(中体連との連携)

地域クラブと学校との連携の在り方
→学習指導要領においても重視
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Ⅱ　地域クラブ活動の在り方
　３　地域クラブ活動の適切な運営
　(3)生徒の安全・安心の確保
　　ウ　移動時の安全確保

・　大会、練習試合等に伴う移動については、生徒の安
全を最優先とし、実施主体は保護者等と連携しながら、
安全な移動方法の確保に努めるものとする。 
・　移動手段については、活動場所や参加人数等の実情
を踏まえ、法令を遵守するとともに、安全性に十分配慮
して選定するものとする。 
・　現地集合等、保護者が送迎を行う場合は、移動経路
や集合・解散場所、緊急時の連絡方法等について、あら
かじめ関係者間で共有するよう努める。

Ⅲ　学校部活動の在り方
　２　適切な指導・安全安心の確保
　(3)移動時の安全確保

・　大会、練習試合等に伴う移動については、生徒の安
全を最優先とし、保護者等と連携しながら、安全な移
動方法の確保に努めるものとする。 
・　移動手段については、活動場所や参加人数等の実
情を踏まえ、法令を遵守するとともに、安全性に十分
配慮して選定するものとする。 
・　無理のない移動計画(日程、行程、参加者、移動手段、
緊急時の対応等)を立て、校長の事前承認を含む安全
管理を徹底する。 
・　現地集合等、保護者等が送迎を行う場合は、移動経
路や集合・解散場所、緊急時の連絡方法等について、
あらかじめ関係者間で共有するよう努める。 

部活動協議会での意見

○多くは保護者移送・現地集合である。
○「公共交通機関・貸し切りバスを使用すること」は実態に合わない。
・費用が高額　
・移動コストが大幅に増えることで遠征の実施が困難に
○以前はマイクロバスで移動していたが、事故後は「現地集合」が原則になった。
○基本は、各家庭の責任での移動が原則という認識だが、「保護者乗り合わせ」は事故時の責任等不安が大きい。

生徒の移動・移送の安全確保に係る推進計画への追記案
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